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〜〜山はみどり 野に花 人にはこころ〜〜 
 

 

下記は、旅記録のメモ編。思いつくと、箇条書きに記録。 

画像記録に夢中になると、メモはお留守になる。また、画像記録ができない状況もある。 

時系列的に、毎⽇、話題や画像が積み重なるわけではないが、 

思いつきも、メモしている。連⽇記録しているかと思うと、そうでない時もある。 

なにしろ、⻑期のひとり旅。宿に戻り、メモしておかないと、 

⾵化してしまうこともありもったいない。旅の貴重な時間を有効に使っていないことになる。 

 

 

～～下記は、ワシントン 2泊目のメモ、市内探訪～～ 
 

 

⚪ 朝⾷での隣の外⼈の会話。⻄海岸の、サンフランシスコやロスアンジェルスは、 

  クレージーな⼈が多く、無茶が通ると。どんな経緯までとは記録していないが・・・ 

⚪ ストリート⾃体が、庭のような街が、ワシントン郊外にもあるとのこと。 

  何処か聞きもらしたが、マナーや英語⼒から遠慮したが、若い時なら⼤いに・・・ 

⚪ ⾬が降っていて、暗く、写真はもちろんダメだが、いい場⾯があればと思っている。 

  ⾬がやんで、陽が照れば、⾬上がりで、絶好なのだが。 

⚪ スミソニアン美術館を、ゆっくり訪ねたい。絶好のチャンスかもしれないと思う。 

⚪ ⾬が厳しくなったが、傘をさしながら、ワシントン議事堂をとった。 

  さて、どんな写真になるか。この時はデジタルではない。その場で画像を確認できない。 

  この時は、撮影時に確認できる、カメラは持参していない。帰国後が楽しみ。 

 

 

⚪ ワシントンポストやテレビ番組にも、広島原爆投下のことが、紹介されており、  

  ⼆つの考え⽅があると・・・ 

⚪ スミソニアンでは、俳優、宇野重吉さんの息⼦さんの寺尾聡さんの、 

  終戦に関する舞台が、写真⼊りで、紹介されていた。 

⚪ いろいろな⼈に尋ねても、今年の天候は、異常なように思うという⼈が多い。  



⚪ 変化があると、⼈間を強くする。ないと油断させる。 

  ありすぎると恐ろしい。平和ボケと⾔われることかもしれない。 

⚪ ⽬標、⽬的を持つことは⼤切。⽬標意識。その焦点が、ボケてくる時は、苦しいものだ。 

⚪ これでいいということはない。終わりのない道を、挑戦している⼈の推進⼒は、 

  意地とプライドとこだわりなのか？ 

 

 

～～次の日のワシントン、市内探訪のメモ～～ 
 

 

⚪ 朝、ホテルのマネージャーから、電話があり、⾃動⾞の窓が破られているとのこと。 

  フロントまで、来てもらえませんか、と。  

⚪ 約 50 台ほど収容できる地下駐⾞場。被害者は４⼈。 ホテルのガレージであり、 

  安⼼していたが、アメリカは厳しいと実感した。 

⚪ 私の被害は、⼩銭のアメリカコインだけで、カナダのコインは残っていた。 

⚪ 警察が来て、事情聴聞。⼆⼈は軽症。残る２台は、⼤きな被害の由。 

⚪ Theft Ⅱ From Auto CCN 471872 Ofe D.Coty #2545 3RD Diet 1624 V.Stow 

  Phone 673-6815(202)  メモしたが不確か。時間がもったいなので、キリをつけた。 

 

⚪ 50 台からの地下駐⾞場で、別々の位置で、4 台が被害にあう不思議さは、何だろう。 

⚪ 窓ガラスの修理もあったので、もう⼀泊することにした。 

  不幸中の幸いとは、このことで、修理も完了。 

⚪ ⽇本⾷（寿司太郎）を⾒つけ、⼣⾷に、再訪問の予定。 

  メモに、ミル⾙、ヒラメ、ハマチ、マグロ、エビ、タコ、イカ、鯖、うなぎ、 

  ⾚⾙、⾙柱、ホッキ⾙、いくら、カニ、とびこ、ウニ、トロ、  

  メモには、それぞれ英語を記録。⽳⼦は、sea eel。スペルを間違うといけないので、 

⚪ ⻑期の旅⾏、まして、ひとり旅。 いろいろなトラブルは、ついてまわる。 

  警鐘と思い、油断⼤敵、配慮して旅を続けたい。 

⚪ 今回、電話報告を受けた時も、動揺なく、落ち着いて⾏動したことに関して、 

  我ながら驚く。 

 

⚪ 撮影済みのフイルムが残っていることを願ったことと、 

  早朝から、外出準備もしていたので、すぐに、現場へ駆けつけたので、よかった。 



⚪ 今までの経験が、⼤変役⽴ち、この場合の処理は、⽇本と同じで、 

  ⾃分の意思を、伝達できた。 

⚪ デュポンサークル前のデュポンホテル、現在午前１時。 

  ホテルの窓から⾒える広場公園には、まだ、⼈がいる。暗くて、⽩⼈なのか⿊⼈なのか。 

⚪ ここは、ワシントン。救急⾞のサイレンが鳴ったり、⼈声がしたり、 

  昨夜のこともあって、なかなか、寝つかれない。 

 

～～次の日は、ワシントンから、チャールストン宿泊～～ 
 

モンタナ州から、ワイオミング州への途中、昔のバージニアタウンを訪問。 

現在のバージニア州を、今から探訪したい。 

その時の旅記録やメモを、ご紹介する前に、画像的に感⼼しないが、 

ワシントンでの画像の⼀部をご紹介。 

 

 

   

 

 

     


